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香港上海銀行の経営戦略（上）
立　脇和　夫
＜はじめに〉
　銀行も企業である以上，設立，倒産，合併は日常茶飯事である。今日のよう
に，金融のグローバル化が進み，競争が激化した時代にあってはなお更である。
そうした中で，香港上海銀行（1865年設立，本店香港）は創立以来，連綿とし
て，商号も変えず存続している数少ない銀行である。
　香港上海銀行は，1866年（慶応2年）に横浜支店を開設しており，今日，日
本へ進出している外国銀行中，最古参であるω。すなわち，香港上海銀行は・
幕末開港（1859年：安政6年）後最初に日本へ進出したセントラル・バンク・
オブ・ウエスターン・インデイア（1863年横浜支店開設）12；に遅れることわず
か3年であり，以来131年の長きにわたって在日支店を維持している（但し，
第2次世界大戦中は申断）。このため，同行の対日活動には，注目すべき事跡
が少なくない。
　1997年7月1日，イギリス領植民地香港は中国へ返還された。これを機に香
港上海銀行がどのような経営戦略を打ち出すか注目されるところであるが・ま
ず，同行の創立直後から開始した対日戦略を歴史的に跡付けることから始めた
い。
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第1表　幕末艦新期に日本へ進出した外国銀行
銀　　　行　　　名 銀行設立　横浜支店開設
Centr豊1Ba皿k　ofWeste・口1皿dia　　　　　　　　　　　　1861年
Cha「t£「dMe「canti1eBa皿k舳舳伽＆Chim11853
Commercial　Bank　oi　India　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1845
0riental　Bank　Corporation　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1842
Bank　of　Hindust盆n，China　and　Japa皿，Ltd．　　　　　　　　　　　1862
Hongkong＆Shanghai　Banking　Company，Ltd．　　　　　　　　　ユ865
Comptoir　d’Escompte　de　Paris　　　　　　　　　　　　　　　　ユ848
Deljts£he　Bank　A．G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1870
1863年3月1
1863
1863
ユ864
1865
1866
ユ867
ユ 2
（注）銀行名は日本進出時のものである。
（出典〕立脇和実唯目外国銀行史』日本経済評論社，1987年。
I　香港上海銀行の創立
　香港上海銀行は，1865年1月，P＆O汽船会社（Peninsular　and　Orienta1
Steam　Navigati㎝Company）のサザーランド（Thomas　Sutheriand）やデント
商会（Dent＆Company）のコムリー（F．Chom1ey）などイギリス領植民地香
港所在の有力英商が中心となって香港で設立されたイギリス系銀行（払込資本
金250万ドル）である｛3〕。当時香港には，すでにイギリス系植民地銀行8行＝4〕
が支店を開設していたが，香港に本店を置く銀行は皆無であり，地元の期待は
大きかった。ただし，当時の有力英商，ジャーデイン・マセソン商会
Oardine，Mathes㎝＆Co．）⑤は，自社で為替部門を有していたため，香港上海
銀行の創立には参加しなかった。しかし，1877年1月にはジャーディン・マセ
ソン商会も香港上海銀行に資本参加し，ケズウイック（Wi1l1am　Keswick）を
取締役として，同行へ送り込んだ㈹。
　香港上海銀行は，設立当初，H㎝gko㎎and　Sha㎎hai　Ba皿ki㎎Compa皿y，Li・
mitedと称し、法人組織ではなかった。設立後，香港総督を通じて本国政府へ
勅許状（Royal　Charter）の下付または法人組織法（Act　of1ncorporation）に基
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づく法人化を申請したが，本国政府は植民地条例（ColonialOrdinance）によ
る法人化を決定した171。そのため，同行には勅許状こそ授与されなかったもの
の，香港上海銀行条例には銀行券発行権限の付与，株主の倍額責任などが含ま
れており，勅許状とほぼ同等の扱いを受けている。同条例により同行は法人組
織に改めるとともに，1867年1月12日，商号をHongko㎎and　Shanghai　Bank－
i㎎Corporati㎝と改称した。
I　幕末維新期の対日戦略
　香港上海銀行の対日戦略は当初から積極的であった。同行は，1865年3月に
香港本店と上海支店で同時に闘業したが，その翌月早くも神奈川（横浜）に代
理店（委嘱先はマクファーソン商会＝・Macpherson＆Marshall）を開設した。
次いで1866年5月（慶応2年迅月）横浜支店を開設するとともに，長崎に代理
店（委嘱先はグラバー商会＝G1over＆Co．）（8）を開設，68年（明治元年）には
開港直後の兵庫（神戸）にも代理店（委嘱先はアドリアン商会二Adrian＆
Co．）を開設した。そして1870年5月（明治3年4月）に神戸代理店を支店に
昇格させ，1872年（明治5年）初には大阪にも支店を閑設した。さらに，1886
年（明治19年）函館代理店（委嘱先はヘンソン商会＝Henson＆Co。）を開設
し王1892年（明治25年）1月には長崎代理店を支店に昇格させた。
　この結果，安政条約改正（！899年）前に香港上海銀行が日本に開設した支店
数は4か店（外地を除く），代理店は5か店（支店昇格分を含む）にのぼり，
当時日本へ進出していた外国銀行のなかで最多であった。これに続くのはオリ
エンタル・バンク（Oriental　Bank　Corporati㎝，1864年横浜支店開設）一9〕の3支
店・3代理店であった。しかも，香港上海銀行の神戸・長崎両支店はそれぞれ
の開港場における最初の外国銀行であり，同行の積極戦略を反映したものとい
える。
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香港上海銀行横浜支店の営業広告
　　　　　　　　　　珊＾xKI∫6
11o皿gko皿g他SllH巾iB田oい皿gゼ061岬町Lill1il“I
　C〃1…　ψ5，000，000．　l　P・mし・，ぷ3，C00，OOO・
　　　　　　　〃ω・’0炉〃一HONO旺O㌔G・
　　　　　　　　CO旦一…＝U｝　Ii一刷’OT‘叩、
OI－u畑岬＿H舳　JOHN　DENT，E≒｛，（V州川エレー“。’し’乱ノ
O！町”OH＾m“岬＿WOI，DE｝1AR　Xi『『EN，E帥，’jル咄川∫山’岬川’’、一」
　＾1・n祠RT　ド　H同ぺ一1、・「軸・　　　　1　＾H　l　H「H　o、日く川川　I＝・o。、㍑榊鮒側　．、ぺ、鮒，几鮒帥こ㍍
　　1帖・”山加・・1■”・1む1・　　　　　：　　1’冊・㌔…“’叶＾肝＾（
　πH“｛Y　H　l　I：｝い、N．1：叩，　　　　　　Ho，Tl　l　l、　一u　l　H　l　HL，ND、｝＝叩、
　　w〃。州。…・．乱r・・　　　　　　　　　　　　P乱o葺’帥・〔冊1岬’1…「o
　GHO　F、、1川1■H　W　l＝・亜，
　　，’冊｝・’岬1いM止〔＾
　　　　　　　　　　、1｛、、1計肺
　　〃η＾■σπO甘〃一、■lCl℃一1KRE』shn，r刊o，
　　∫〃1｝’〃’∫＿DA、■D，lcL1＝＾N，ビ、o．
　1刀NDU、＾01｛NT＿WH、、‘「ll＝H，1“｝i．一、OIn1，1・n＾I，ST。也一C
　　　　　LuWO，lh“皿H■一一刊〃川冊・1い、川・＾’ル」lk
　　　　　　　JAllAN　AuhNOY，
　　　　　　　　I町■π閉■A■㎜廿■n、
　　Ω拮Olπ師tD岬弓H。・。咀・tn川川』㎡2F・川回tll。τ胴口1㎜㎝th筍
Omly　b乱1＾皿oo．
　　0n　n■訓DoPm…to・一
　　　FOパ冊㎝出・，3岬O㎝t・p甘㎜皿・m・
　　　”　躬　。，　一　　”　　　，，・垂，，・　．，　　：：　　　、
　　IM柵冊㎝t・帖・・ll・冊缶冊1舳・沽伽岬’・th＾「㎜m町h岬｛卯刊1
～旧刊岬1〃舳1・岬曲・州・i・叩。｛巾皿舳叩肝1川m吊・tl〕1・・即w・
舳＾旧冊1I｛伽1沽｛H＾1柵o“o・日n1町刈hy出r　B竈”k｛Cllr！＾1畠門k鵯n…n！ClH・
伽いm！1m帖ml　n叩？・山H岬1■1州1岬t弓明咀ψ・川・脚。f呵。一＾帆
，h直帖冊Sln冊holl1害r■m｛筥C・1・而皿、lw　or　Hot
　　I，oni　B一』D1｝omt“1，C円11帖罧mn土弓司舳皿叩閉、骨｛｝柵｛i即。餉d　n岨f軸
‘蜆唱1丑n　Lo咀hn，P〃H，工n，｛・｛亘岨E　p一‘蜆ヨ…＾I，J・乱，01｛lm＾冒・
　　　　　　　　　　　　　　　　HU“I．胴帥π二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”・…1・〃
　　、，止1山・■■．一11・11111，　1則・n
　　　　○冊’岨rft止o　C血rF＾1y，
　　　　　　　　　rl■川一川　π、w，
　　　　　　　　No．舵，H柵削r冊t．
　コ，j、　訂
■凹一一一’一一一一一一一一一一一一1
咄典）丁加Dω1〃砂伽肋f螂1d，O沈1．ユ866（早稲田大学図書
　　館所蔵j
　（1〕横浜支店（Japan　Agency）の開設
　！866年5月未曽有の大恐慌（オーバーレンド・ガー二一恐慌）仁oがロンドン
を襲い，その影響が横浜へも波及していた頃，香港上海銀行は横浜支店を開設
した。前年5月に開設した代理店を支店に昇格させたのである（当初はJapan
Agency，1869年3月以降Yokohama　Branch）llo。当時，香港上海銀行の払込資
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本金は300万ドルで，支店はロンドンのほか，東洋各地に8か店（上海，福州，
寧波，シンガポール，マニラ，バンコック，カルカッタ，ボンベイ）が開設さ
れていた鯛。
　香港上海銀行百年史WλW00NGは横浜支店（Yokohama　Branch）の開設
が1866年5月であったと記しており，また，同史参考資料（タイプ版）も同行
が！865年5月に横浜のマクファーソン商会に代理店を委嘱し，翌1866年5月，
横浜支店を開設して，前マーカンタイル・バンク（Chartered　Mercanti1e　Bank
of　India，L㎝don＆China，1863年横浜支店開設）03横浜支店長ブレット（R．
Brett）を支店長に任命した，と記している｛14。
　なお，横浜の英字新聞丁加切α侃丁｛㎜∫肛5紙上，1866年1月一6月中に香港
上海銀行横浜支店の開店広告は見当らないが，丁加1）α物∫α妙肋伽〃1866年
10月1日号に掲載されたH㎝gk㎝gandSha㎎haiBanki㎎Company，Limited，
Japan　Agencyの営業広告の出稿日付及び同店が発行した洋銀券（図版参照）
の発行日付はともに1866年7月2日となっており，7月には本格的に業務を展
開していたことを示している。
　（2）神戸支店（HiogOAgency）の開設
　安政条約に基づく兵庫の開港は，1868年1月1日（慶応3年12月7日），神
奈川（横浜）より8年半遅れて実現した。開港後，兵庫（神戸）に支店を開設
した外国銀行第1号は香港上海銀行であった。但し，支店開設時期に関しては，
1869年説と1870年説とがある。
　1869年説は，当時香港で発行されていたジャパン・デイレクトリー（外国商
社年鑑，以下，ディレクトリーと略称）（16や香港上海銀行の所蔵資料に依拠し
たものである。香港発行のγ加C先舳悦肋＆D｛倣吻伽C〃湖、畑απ＆伽
1〕舳柳燃（以下，τ加C此伽｛む18＆D伽c物と略称，但し，19C3年肋肋召c一
物＆C危伽舳と改題）1870年版には，兵庫の欄にThe　H㎝gk㎝g　and　Shan－
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ghai　Ba皿k，H．Smith，Agentと記載されており，香港の欄には，同行本店が兵庫
向け為替を取り扱う旨が明示されている直司。また，上記W〃F00WGは，
Chapter9に，“The　H㎝gkong　Bank　（香港上海銀行の略称＝引用者），which
had　been　established　in　Yokohama　since1866　（and　in　Kobe　since1869）｝，と言己
し，Chapter11の支店開設一覧表にも、神戸支店の開設が1869年と記している血8。
　一方，1870年説は神戸で発行された英字新聞や英文刊行物に依拠したもので
ある。神戸のJapan　Chr㎝icle　Press血9の発行した丁伽∫吻例α舳舳〃〃8召
N舳52γ1868－1918（邦訳『神戸外国人居留地』）には次のように記されてい
る。
　開港後2年間の貿易量からみると驚くべきことであるが，2年半近くの聞，
神戸にも大阪にも銀行の支店はひとつもなかった。香港上海，オリエンタル
両行は当初アドリアン商会に代理店を委嘱していたが茱銀行のないことは貿
易業者にとって不便なことであった。香港上海銀行が最初にこの要求に応え
て，1870年5月7日（明治3年4月7日），神戸支店を關設した。場所は居
留地80番であった。
　初代の支店長はヘンリー・スミスで，当初は業務量も比較的少なく，1878
年（明治11年）ごろになっても欧州人スタッフは支店長のモリソンと出納係
のクレイクの2人だけであった。同行は数年後に居留地2番を購入し，1898
年（明治31年）に現在の建物を新築した臼O。
　また，当時神戸で発行されていた週刊英字新聞丁肋肋go州舳5匡』には，
1870年5月4日に香港上海銀行兵庫支店（Hiogo　Agency）の開業広告（出稿日
’は1870年5月3日）が掲載されているほか，5月7日号には，同行代理店アド
リァン商会の業務移管広告（出稿日は1870年5月7日）及び同行兵庫支店が同
日開設された旨の記事も掲載されている（広告参照）。これによって，香港上
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香港上海銀行神戸代理店閉鎖・支店開設広告
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海銀行兵庫支店の開設が1870年5月7日（明治3年4月7日）であったことが
判明する。
　丁加o免舳肋口〃D伽6物1870年版には，香港上海銀行兵庫支店が掲載され
ているが，これはすでに支店關設が予定されていたため，それを見越しての出
稿とみられる。ちなみに，1870年2月8日開催された同行株主総会において，
兵庫支店の新設を準備中（“a　new　agency　is　being　organized　at　Hiogo”）と報告
されている幽。
　香港上海銀行は，1870年には払込資本金500万ドル，準備金80万ドルを擁し，
支店を上海，横浜，福州，ボンベイ，カルカッタ，サイゴン，ロンドンに開設
していた㈱。
　（3）大阪支店・代理店の開設
　香港上海銀行百年史WλγFOoWGは，「同行が，香港から設備を購入して建
設された大阪造幣局の操業關始後，日本の商人と大量の金地金取引を行うこと
を目的として，1872年初め大阪に支店（Ag㎝cy）を開設した」㈱と記している。
佐上武弘（大蔵省審議官）も，同史参考資料に依拠して，同行が「大阪には
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1870年（明治5年）に造幣局の金塊の現送を取り扱う関係で出張所を設けた」㈱
と述べている。
　香港の肋0肋㎝肋＆1）伽物等をみると，香港上海銀行が大阪の欄に初
めて登場するのは1873年版（同年1月発行）であり，W〃F00NGの記述と
一致する。したがって，大阪支店の開設時期は1872年とみられる。地方，その
閉鎖時期についてWAγF00NGには明示されていない。ディレクトリーの記
載は1873年版のみであり，1874年版～77年版には，代理店としてフイッシャー
商会（Fisher＆Co、）の名があがっており㈱，支店閉鎖後4年問，代理店が開
設されていたことを物語っている。
　結局，香港上海銀行大阪支店の開設はわずか1年間という短期聞で終わった。
しかも，その責任者は神戸支店長（または次席）が兼任していた点からみて，
同支店がそれほど重要な存在であったとは考え難い。大阪支店が短命に終わっ
たのは，同店の主要な狙いであった大阪造幣局への貨幣鋳造用金地金の供給業
務がオリエンタル・バンクの独占的支配下にあり，とうてい香港上海銀行の入
り込む余地はなかったためとみられる。
　（4〕長崎代理店
　香港上海銀行は，長崎においては，1867年（慶応3年）にグラバー商会に代
理店を委嘱していたことが，丁加Cん舳舳＆D伽むf鮒1868年版によって判明
する。佐上は同行が「長崎にも1870年に代理店を設けた」㈱と述べているが，
同行長崎代理店が，ディレクトーリーに1868年版から掲載されている以上，1867
年にすでに存在していたことは否定できない。
　香港上海銀行長崎代理店の委嘱先は当初はグラバー商会であったが，1870年
（明治3年）アドリアン商会，1872年（明治5年）バン・デルデン商会（Van
．Delden＆Co、），ユ876年R，Holme，1878年丁．Roberts㎝，1879年再びR．Holme，㈱
1881年ジャーデイン・マセソン商会，1888年ブラウン商会（Browne＆Co、）
へと変わった。
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狐／ん〃〃・伽仰〃毛仇声”ψ”
＿鮒ノ識　凄簑緩一一
　　　　　鋤〃　　　　　　　　ク　　　　㌔
（出典）丁加∫獅閉肋舳，Ju1y，1866（横浜關港資料館所蔵）
（5）対日戦略の特徴
香港上海銀行が横浜支店を開設した1866年（慶応2年）にはロンドンにおけ
るオーバーレンド・ガー二一恐慌の発生により，多数の銀行，商社が倒産しれ
当時，横浜に支店を開設していた外国銀行5行のうち，マーカンタイル・バン
クとオリエンタル・バンクの2行だけが生き残り，セントラル・バンク，コ
マーシャル・バンク（CommercialBankofIndia）㈲、バンク・オブ・ヒンダスタ
ン（Bank　of　Hindusta皿，China＆Japan，Ltd．，）亀oの3行が破綻した。当時，横浜
で発行されていた誤刺漫画雑誌，丁加加妙肋舳㈱は横浜の外国銀行界に波
及した恐慌を象徴的に画いている。そこでは，オリエンタル・バンクが強固な
岩盤の上に立っているのに対して，セントラル，コマーシャル両行がすでに沈
没し，バンク・オブ・ヒンダスタンも傾いている（挿絵参照）。
　このように，外国銀行横浜支店の大半が破綻した時期に香港上海銀行が横浜
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第2表ユ860年代の外国銀行預金利率
く単位・％）
CurrentAccount Fixed　DepositSavingsDeposit
3mos6mos12mos
Central　Bank　o｛Western1ndia
無利子 4 6 7
Chartered　Mercanti1e　Bankof　India，London＆China
N．A． 有利子にて受入れ
Commercial　Bank　oflndia
取扱可
（??????
5 7
Oriental　BankCorporation
取扱可 4
Bank　oi　Hlndustan，China＆Japa皿
取扱可 有利子にて受入れ
Hongkon9＆ShanghalBanki■g　Corporati㎝ 2 3　　　　5　　　　6 3．5
Comptoir　d．Escompte　deParis
取扱可 有利予にて受入れ
（出典〕　『日本貿易新剛ユ863隼
　　　丁加∫ψ固蜆H〃ωd，Sept．12．1863，Oct．1．1863，Ang．20．1864
　　　Th豊J匝鈎”T一加昭5’D螂…りλ伽邊竹t∫例Deo．28．1865
　　　丁加1）皿め地’旭刑H2榊〃，Oct1．1866
　　　丁加∫oμ冊丁一伽側10惚〃口切〃皿〃，J邊n．4．1868
支店を開設したのは，偶然とはいえ，良いタイミングであったといえよう。香
港上海銀行の対日戦略は当初から積極的であった。当時，外国銀行の主要業務
は外国為替，預金，貸出であったが，香港上海銀行の経営戦略上注目されるの
は，預金に対する取組み姿勢である。
　当時，預金は当座預金（Current　A㏄omt）と定期預金（Fixed　Deposit）で
あった。当座預金は一般に無利子，無手数料であったが，香港上海銀行だけは
利子を支払っていた点が注目される鰯。定期預金に対してはもとより利子が支
払われていたが，利率は銀行によってまちまちであった。ちなみに，1860年代
における定期預金（期間1か年）の利率をみると，セントラル・バンク及びコ
マーシャル・バンクは7％，香港上海銀行は6％，オリェンタル・バンクは
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香港上海銀行洋銀券
　（横浜支店発行）
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（出典〕　日本銀行詞査局繍r図録日本の貨潮第7巻　昭秘8隼
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4％であった（第2表参照）。香港上海銀行は，さらに定期預金に対して，所
定の利子のほかに，ボーナス（利益配当）を支払っており，預金獲得に対する
積極的な姿勢がうかがわれる㈱。
　香港上海銀行横浜支店は，長い間，居留地62番にあったため，しば〕£「62
番バンク」と呼ばれていた㈱。初代の横浜支店長はマーカンタイル・バンクか
らスカウトしたブレット（Robert　Brett）であった㈱。設立後，日の浅い銀行
ゆえに輸入人事は止むをえないことであった。ブレットはマーカンタイル・バ
ンクの上海支店次席を経て，初代積浜支店長を勤めた経験が買われたものとみ
られる。
　（6）濠銀券の発行
　香港上海銀行は，横浜支店開設当初から洋銀券を発行しており鯛，今日も現
存している洋銀券（1866年7月2日付）にはRobert　Brettの署名がある（図版
参照）。同行横浜支店が発行した洋銀券で今日現存しているものは五ドル券
（日本銀行所蔵）と二拾五ドル券（香港上海銀行所蔵）である㈱。これらの洋
銀券は，もともと香港で発行するために製造したものを転用したもので，上部
に「香港上海濯理銀行」と漢字で印刷されており，その下部左側に発行地が太
字でYokohama，Japanと印刷され，また“TheH㎝gko㎎andSha㎎haiBanki㎎
Company，Limited，promises　to　pay　the　bearer　on　demand　at　its　Office　here××
××DOLLARS　or　the　equivale』t　in’the　currency　of　Yokohama，value　received”
の党換文言が印刷されている。裏面には，上下左右の余白部分に日本語で次の
ように記されている。
洋銀○枚請取侯事実正也
右洋銀○枚或ハ横浜之通用金ヲ以テ勝手次第何時ニテモ無相違相渡シ可申候
日本横浜出店香港上海為替組右本店之手代堅約定
294
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　また，表面中央の下部には，Engraved　on　Steel　by　Ashby＆Co．，Lond㎝と
記されており，イギリスで製造されたことを示している。
　香港上海銀行は兵庫（神戸）でも洋銀券を発行していた。同地で洋銀券を発
行したのは香港上海銀行のみであった。今日，拾ドル券，五拾ドル券，百ドル
券が現存しているが，何れも発行年月日の記載はなく，責任者の署名もない鱒。
　香港上海銀行が日本で発行した洋銀券がどのぐらいの規模にのぼるのか詳ら
かでない。ただ，1873年1月，横浜支店長ジヤクソン（Thomas　Jackson，Man－
ager）が役員会（Court　of　Direct⑪rs）の承認をえて実行した旧洋銀券（Ho㎎ko㎎
and　Shanghai　Banki㎎Company，Ltd．の名で発行されたもの）の消却額は
210，480ドルであった亀＄。
　ところで，横浜支店開設当初の業績は芳しくなく，ブレットは支店長就任1
年後に，無能の故をもって解雇された。次いで本店から派遣された2代目横浜
支店長グリゴールOo㎞G・igor）は本店の指示に反する貸付を行って2万ドル
の損失を発生させたため，間もなく更迭された。そして，1871年（明治4年）
にジャクソンが第3代支店長に就任したのち，ようやく支店の営業基盤が確立
されることとなる包o。
　ジャクソンは，横浜支店長（1871－74年）のあと，20年間にわたって頭取
（Chief　Manager）を勤め，香港上海銀行の飛躍的発展をもたらしたが，横浜支
店長時代においても，オリエンタル・バンクの独占的地位に挑戦を試み，日本
政府当局と接触するなど，腐心の跡がみられる。即ち，同行資料によれば，
1870隼9月（明治3年8月），彼は本店に対して，わが国新政府と旧藩主に対
する与信の承認を申請したが，役員会は十分な担保がない限り，認められない
と回答している。また，！871隼11月（明治4年10月），ジャクソンは日本政府
向けユ50万ドル，期闘5年の借款供与を本店へ上申したが，その頃日本に台湾
征伐の動きがあり，清朝政府からその防衛のための借款の要請を受けていたの
で，双方にコミットするのは問題である，という本店の判断から見送られた亀皿。
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このほか，彼の在任中の1872年（明治5年）には，大阪支店（Osaka　Agency）
を開設したほか，横浜為替会社との取引を円滑に行うため，同年11月20日（日
本暦10月20日）以降「日々溜リ合決算ノ上」香港上海銀行「ヨリ貸シトナリタ
ル高ニハ年5分ノ利子ヲ収メ」横浜為替会社「ヨリ借トナリタル高ハ年2分ノ
利子ヲ付スルノ約定」を締緒し，取引を關始したのである鯛。
　こうして，ジャクソンは4年間に及んだ横浜支店長時代に，支店網の拡充，
対政府取引の折衝，横浜為替会社との取引開始など，積極的な戦略を展開した
にも拘らず，オリエンタル・バンクの強固な独占的基盤を突き崩すことができ
ず，さしたる成果をあげるに至らなかった。
　（7）外国銀行連合のボイコット事件
　1876年（明治9年）ウォーターGohn　Water）が横浜支店長のとき，わが国
政府が外国銀行洋銀券の流通阻止を企てたため，これに対抗して，オリエンタ
ル・バンクを除く外国銀行が連合して第二国立銀行洋銀券の受取りをボイコッ
トする事件が発生した。このとき洋銀券を発行していた香港上海銀行は当然の
ことながら，このボイコットに参加した。だが，ボイコット参加が，対政府取
引の獲得にマイナスに作用したことは否めず，前任者ジャクソンの努力を無に
するものであった。
　事件は同年4月11日，政府が外国銀行洋銀券の排除方針を，開港場を管轄す
る府県に布達したのをうけて，神奈川県が次のように県下に布告したことから
始まった。
〔明治9年神奈川県布達第90号〕
　従来諸關港場二於テ外国銀行発行之証券「ハンクノート」ヲ以テ通貨同様
致取引侯趣二侯処，右証券発行ノ儀ハ固ヨリ我政府ノ許可セシ者二無之且右
銀行之儀ハ我国ノ条例ヲ遵奉シ宮ノ検査ヲ経ル者二無之候得バ，其証券ノ多
296
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寡資産ノ厚薄不相知儀二付，万一破産閉店等二至ルトキハ売買上不測ノ損害
ヲ蒙リ侯モ難計候条，自今我政府発行ノ通用幣国立銀行ノ紙幣第二国立銀行
ノ洋銀券及ヒ締盟国現貨幣ヲ以取引致侯様注意可致此旨布達侯事㈱。（句読
点引用者）
横浜においては，神奈川県布達第90号が発せられた後も，外国銀行洋銀券の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じんせん市中流通に大きな変化はなく，「今以等閑二相心得荏菩取引致シ居侯者モ有之
哉ノ趣」にあった。このため，神奈川県権令は6月3日布達第132号を発出し
先に発した布達第90号の趣旨を繰り返し強調するとともに，「右証券ノ多寡ト
資金ノ当否モ難探知儀ニテ何時俄然破産分散致シ侯モ難計然ルトキハ其損害ハ
直チニ所持人ノ手二帰シ不容易迷惑二立至リ侯儀二付決テ疎漏ノ取扱無之様
精々注意可致」幽との警告を発したのである。
　神奈川県布達第132号の浸透は迅速かつ強力であった。オリエンタル・バン
クを除く全外国銀行は第二国立銀行洋銀券のボイコットを決定し，横浜の英
字新聞を通じて抗議のキャンペーンを展開した。まず，横浜の丁伽伽醐
G㈱肋鯛は1876年（明治9年）6月5日付で神奈川県令の布達を報じたのに
続いて，翌6日付同紙は外国銀行の動きを次のように報じた。
横浜二在ル諸外国銀行ハ鵯霞く撃権令野村氏ノ布告二対シ最上ノ返報ヲナ
シタリ。「チャータルド　メルカンタイル　バンクヲフ　インデヤ　ロンド
ン　エンド　チャイナ」，「ホンコン　エンド　シャンハイ　バンク」，「コン
トワール　デスコント　ドパリー」ノ3銀行二於テ，来ルユ2日ヲ始メ日本ノ
「バンクノート」ハー切請取ラザルベシ鯛。（句読点＝引用者）
　当時，横浜に支店を開設していた外国銀行は，マーカンタイル・バンクo．
Thurbum，Manager），オリエンタル・バンクGohnRobertson，Ma㎜ger），香
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港上海銀行（T．Jacks㎝，Mmager）及びコントワール・デスコント（Comptoir
d’Esco㎜pte　de　Paris，EIG．Voui1le㎜ont，Manager）㈲の4行であった。
　マーカンタイル・バンク以下3外国銀行が違名で，1976年（明治9年）6月6
日付丁加∫ψ例肋刮〃鰯に掲載した「ボイコット」広告は次の通りであった。
　　　　　　　　　　　　　公　　　　告
　下二掲載スル各銀行ハ本月12日即チ月旺日後ハ日本各銀行ヨリ発行セシ証
券ヲ受取ラザルベシ。
　　　　印度龍動及支那　チャルトルト，メルカンタイル銀行
　　　　　　　　　支配人　　ジェー・サルボルン
　　　　　　　｛ママ〕　　　　香港，印度，上海銀行
　　　　　　　　　副支配人　ジョン・ウオルテル
　　　　コントアル，デスコント銀行
　　　　　　　　　支配人　　イー，ジー，ウォイルモント幽
　わが国政府による外国銀行洋銀券の排除政策は「国立銀行条例」（明治5年
太政官布告第349号）をテコとしたものであったが外国銀行の強い反対にあっ
て，その意図をただちに達成することはできなかった。閉治貨政考要』も事
件の結末を，「如斯ク紙幣頭ハ外国銀行証券ノ処分二尽カシタリト難モ其ノ結
果ハ幾何カ第二銀行洋銀券ノ流通ヲ弘メタルニ止リ遂二当初ノ目的ヲ達スルコ
ト能ハザリキ，而テ此ノ後二至り格別此事二関シ記スベキモノ起ラザリキ」㈹
と結んでいる。
m　明治中期の戦略転換
（1）円銀・洋銀の平価通用に協力
1878隼（明治u年）香港上海銀行横浜支店長に就任したタウンセンド（A．W－
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Townsend）が対政府協調政策に転じ，また強豪オリエンタル・バンクが漸く
退潮に向かったこともあり，やがて香港上海銀行とわが国政府・企業との取引
が始まる。すなわち，1878年にわが国政府が貿易一円銀（円銀）の流通制隈を
撤廃し，翌年9月円銀の流通促進を図るため，円銀と洋銀（メキシコ銀貨）の
平価流通を布告したのを受けて，香港上海銀行は，オリエンタル・バンクとと
もに，この布告の趣旨にそって，円銀を洋銀と何ら差別なしに取り扱う旨を新
聞に公告し，日本政府から見返り預金を獲得した㈹。
　政府は，円銀の流通促進のため，1879年（明治12年）9月12日，太政官布告
第35号62を公布するとともに，当時横浜で開業していたオリエンタル・バンク
及び香港上海銀行に協力を求め，その見返りとして，円銀30万円を無利子・無
抵当で，3年問両行に預託することを取り決めたのである（後に，3年間延
長）。
　政府が香港上海銀行との間に締結した契約書に規定された日本側の義務は次
の通りであった。
　1．大蔵卿は，日本円銀30万円を無利息，無抵当で香港上海銀行へ預け入れ
　ること。
　2．大蔵卿は，香港上海銀行が，郵便汽船三菱会社の汽船を以て日本金銀貨
　幣及び金銀地金を，大阪造幣局と日本国内一切の開港場又はその他の場所に
　運輸するときは，日本政府が右等の運送に対して右郵便汽船三菱会社に支払
　うべき運賃の割合と同率の運賃を以て，その運輸を行うことのできる特権を
　1879年9月12日より1882隼9月18日まで3か年聞，香港上海銀行に付与する
一こと。
　3．大蔵卿は，1879年9月19日から1882年9月18日まで3か年聞は日本円銀
　の量目，純分又は模様を変更し，若くはその鋳造費の定額を増加するような
　場合には，6か月まえにその通知書を香港上海銀行へ送付すること。
　一方，香港上海銀行の義務として次の諸点が規定されていた。
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1．香港上海銀行は，日本国内に設置する諸支店の取引上，日本円銀即ち量
目416グレーン，純分900位の円銀を，メキシコ・ドル即ち量目416グレーン，
純分900位のメキシコ銀貨と平価を以て授受すること。
2．同行は，第1項に関して1879年9月13日，横浜発行の新聞紙に掲載する
公告文を取り消し，又は変更しないこと。
3．同行は日本円銀をメキシコ・ドルと平価で流通させることについて，そ
の適当・公正と思惟する方法手続を実施すること。
4．同行は，預託された日本円銀30万円を，1880年9月19日，1881年9月19
日及び1882年9月19日に，それぞれ王0万円づつ，大蔵省へ返却すること。
5．同行は，第4項の預り金の全額を大蔵省へ返却した後においても，第1
項，第2項及び第3項の義務を引き続き履行すること，但し，同行は，1882
年9月19日以後，3か月前に大蔵省へ通知書を送り，この約定を解除するこ
　とができる。
外国銀行の円銀。洋銀平価取扱公告　　　6．若し，同行において，本約定のうち，
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　　年9月13日
　1項でも履行できないときは，第4項の順
　序に拘らず，大蔵省より通知を受けた日か
　ら6か月以内に，預貯金を大蔵省へ返却す
　ること㈱。
　政府はこれと同様の約定をオリエンタル・
バンクとの間でも締結した。これをうけて，
オリエンタル，香港上海の両行は，1879年
（明治12年）9月13日付の丁加加μκDα伽
H舳〃胸及び丁伽∫吻〃G脇肋に左のよう
な公告を出稿した。
　この約定は，期限満了を2週間後に控えた
1882年（明治15年）9月4日，さらに3年閻
300
　　　　　　　（ママ〕延長された。「右並価二通
用ノ事タル当時日尚浅キヲ
以テ俄二之ヲ取戻ス時ハ自
然壱円銀ノ価格二影響ヲ来
タス」ことを恐れたからで
ある。これに伴って，同月
19日各30万円が両行へ再預
託され，1883年，84年，85
年の各9月19日に10万円づ
つ返却された。
　このようなわが国政府と
の友好関係を背景に，香港
上海銀行は，1878年（明治
11年）政府保証付きで，期
間6か月，年利7％，70万
ドルを三井銀行へ，1880年
（明治13年）8月には生糸
を担保に，三鉾物産へ30万
円の短期貸付けを行った。
香港上海銀行の経営戦略（上）
　　　　　　香港上海銀行貯蓄預金部の広告
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そして，1884年（明治17年）にオリエンタル・バンクが破綻したのを始め，多
くの外国銀行が日本から撤退し，香港上海銀行は日本における最古，最強の外
国銀行となった。このため，1888年（明治21年）には，古河本店に25万ドルを，
第一国立銀行の保証付き，12か月の分割返済を条件に融資したのである闘。
（2〕貯蓄預金の取扱い
外国銀行在日支店では，一般に当座預金及び定期預金を扱っていたことはす
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でに述べたが，香港上海銀行は，1887年（明治20年）以降，貯蓄預金（Savi㎎s
Deposit）の取扱いを開始した㈱。わが国の「貯蓄銀行条例」（明治23年，法第73
号）の制定前であった。
　香港上海銀行は1887年に貯蓄預金部（Savings　Bank　Office）を設け，同年以降
本支店において，一般大衆を対象とする貯蓄預金の吸収に力を入れたのである。
貯蓄預金は1回の預入額が1ドル以上250ドル以内であること，1預金者の預
入額は年問1，500ドル以内であること，預金の預入・引出しの際には預金通帳
の呈示が必要なこと，などの制約がある。しかし，貯蓄預金はいつでも引出し
可能であり，毎月最低残高に対して年3．5％の利息が支払われていた餉。
　（3）函館代理店・長崎支店の開設
　香港上海銀行は1886年（明治19年）函館に代理店（委嘱先はヘンソン商会）
を開設し，また1892年（明治25年）1月11日にはそれまでブラウン商会に委嘱
していた代理店を廃止し，長崎支店（Nagasaki　Agency）を開設した㈱。外国銀
行の長崎支店第1号であった。初代支店長はアンダーソン（A．B，Anders㎝，
Agent）闘で，当初の営業所はそれまで代理店を委嘱していたブラウン商会
（大浦居留地9番）内に設けられた（5年後，下り松42番に移転）㈹。
　支店關設の事実はτ加脳伽g∫〃〃α〃Mgα∫α后〃柳召3∫1892年1月I3日号に
掲載された同店の開業広告（出稿日付1892年1月1！日）から明らかである。ま
た，各種ディレクトリーにおいても，1893年版（同年1月発行）以降，香港上
海銀行長崎支店が掲載されている。したがって，香港上海銀行長崎支店の開設
時期がユ892年（明治25年）1月1ユ日であることは，疑いの余地がない。それ故，
支店開設時期に関して，長い間1896年（明治29年）説，1870年説，1865年説な
どが存在したのは，不可解というほかない。
　1896年説は閉治維新以後の長崎』など長崎で発行された邦文文献において
一貫して採用されている帥。また，佐上も，香港上海銀行百年史の参考資料
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（タイプ版）に依拠して「1896年（明治29　」　香港上海銀行長崎支店の開業広告
年）牟ら，19亭0年（昭和5年）ま．で、は，支
店が李？た」㈱ど述べている。1870年説
は香港よ海銀行百年史WλW00WG一
にみられる。すなわち，同書は，“Four
years　after　the．bra皿ch　at　Yokohama
（巾1866＝引用者）．亭n　agency　was
openedatNagasaki’欄と記している。
しかし，三れらの諸説には，いず枠も
十分な根拠が示されていない。
　長崎支店開設当時の香港上海銀行は，
払込資本金1，000万ドル，準備金630万
ドルを擁し，オリエンタル・バンクの
3伽hi舳！m15．
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趾N皿鵬CORPO趾TION．
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ムIes3困．Browne＆Co．
　ρ肺εα‘〃ε8肝3・扮㎝r鵬、夕
0o．，3，州o．9，1云岨〃．
　　　λ．B．ムNDERSON，
　　　　　　　　　　　　ム08w．
〃仰払工1’ムJo■㎜弓、1帆
（出典）　丁伽R一舳g∫舳＆焔邸3独一E柳召∬，
　　」1892年ユ、月13日
被綻（1884年）後，東洋で最大の規模を誇っていた。その店舗網は，東洋一円
（香港，上海，福州，漢口，天津，慶門，横浜，神戸，マニラ，イロイロ，バ
ン平ツク，ベナン，キンダギール，ベタビャ，サイゴン，ボンベイ，カルカッ
タ）のみならず，一卒ナ■†（ロンドン，リ」ヨン，ハンブルグ），北米（ニューヨー
ク，サンフランシスコ）にまで犀んでいた甲。
　香港上海銀行の長崎支店開設（明治25年）は，横浜や神戸における外国銀行
の支店開設に比べ著しく遅く・長崎にはすでに地元銀行4行が設立され（うち，
亭行は明治10年代に閉鎖），市外に本店のある銀行3行が長崎市内に支店幸開
撃レ㍗咋。し牟も、坤元の第すへ国立銀行、ぺ十八銀行ρ前身）、？癸展は．目覚
しく，1890年（明治23年）、には朝鮮半島の仁川に支店を開設し，国降化を進め
ていた。
　従って，横浜や神戸に設置された外国銀行の支店とは状況を異にしていた。
横浜（外国銀行の支店開謝ヰ186昨）・や神戸（同1870年）では・外国鐸行の支
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店關設が本邦銀行の設立（1873年7月第一国立銀行は開業と同時に横浜，神戸
に支店を關設）に数年先行していたのである。したがって，香港上海銀行長崎支
店の場合，横浜や神戸における外国銀行のように，日本の銀行制度の先駆的役
割を担うことはなく，それだけ歴史的意義も薄いものであったことは否めない。
　（4）軍事公債の買入れ
　日清戦争（1894年8月一95年4月）後，日本政府は産業の発展を図るため，
外資導入政策を積極化した。
　政府は，外債発行の地ならしとして，1896年（明治29年）8月本邦外債のロ
ンドン株式取引所上場を実現させ，続いて1897年5月，大蔵省国庫預金部で保
有していた軍事公債証書（1894～95年発行，総額1億2，492万円，期間60年，
利率5％）額面4，300万円をロンドンのシンジケート団に売却した㈱。内国債
の外国での売却は初めての試みであったが，その理由を『明治財政史』は次の
ように述べている。
　此ノ如ク多額ノ公債ヲ売却シタル所以ハーハ巨額ノ公債ヲ倫敦市場二売出
シ其取引ヲシテ頻繁ナラシムルハ当時売買開始ノ目的上最モ希望スル所タル
ト，又一ニハ明治29年臨時軍事費会計ノ閉鎖二際シ預金部二於テ引受ケタル
巨額ノ軍事公債ハー時国庫金ノ内ヨリ融通シテ募集二応ジタルモノニ付早晩
売却ヲ要スルモノナルニ，内地ノ市場二於テハ前年来公債ノ価格大二低落シ
銀貨ニテ98円内外トナリタルノミナラズ，我ガ東京株式取引所二於ケル取引
高ハ毎月僅二2－3万円二過ギズ，殊二商業会社ノ勃興ニヨリー般資本ノ逼
迫セル当時ニアリテハ到底巨額ノ公債ヲ内国二於テー時売却スルコトハ為シ
難キ現状ナリシニ由ルナリ（句読点引用者）㈱
シンジケート団は，横浜正金銀行㈱，香港上海銀行，チャータード・バンク
304
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（Chartered　BankofIndia，Austra1ia＆China）鯛及びサミュエル商会（Samuel，
Samue1＆Co．）の各ロンドン店で構成された㈱。
　政府（代理人日本銀行）『oのシンジケート団への売渡価格は，額面1，000円に
つき102ポンドとし，1897年5月28日に契約が行われた㈹。シンジケート団各
行は，」二記公債を額面1，000円につき，103ポンド12シリング4ペンスで売り出
したところ，申込みが多く，「締切り（6月1日）後其権利の如きも105礒2志
4片まで騰貴した」ほどであった吻。
　（5）政府発行外債の引受け
　わが国政府は新通商条約（改正条約）の実施を1か月後に控えた1899年（明
治32年）6月，外国公債ユ，00C万ポンド（利率4％，期問55年，無担保）をロ
ンドンで発行したが，この時横浜正金銀行，パース・バンク閥，チャーター
ド・バンクとともに香港上海銀行も引受けシンジケート団に参加した例。当時，
政府は内国公債金を支弁する予定で着手していた鉄遺建設，製鋼所設立，電話
事業拡張，軍備増強などの事業をかかえており，鉄道公債，事業公債及び北海
道鉄道公債の発行を進めていたが，資金の不足した国内市場では完全消化は困
難であった。
　しかしながら，これら諸事業の繰延べも許されない事情にあったため，これ
ら3公債の明治31年度から繰延べた募集予定額，明治32年度の募集予定額，及
びこれら諾事業費として一時繰替支弁した償金特別会計への返償額，合わせて
1億円強を調達する目的で，外国公債1，000万ポンドを起債したのである閥。
そして，この外債の償還財源には新通商条約実施後の関税率改正による増収分
（年問約1，000万円）が予定されていた㈹。
　1899年6月1日，日本政府代表と引受けシンジケート団との聞に，引受契約
書が調印され，翌日引受銀行によって発行目論見書が公表されたr司。
　この公債（額面総額ユ，000万ポンド，邦貨換算額9，763万円）は起債の目的に
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従い，鉄遺，事業，北海遣鉄道の3公債に次のように配分され，その実収金
860万ポンド（邦貨換算額8，395万円余）もその割合をもって上記3事業費に充
当された㈱。
　　　鉄道公債　17，577，750円
　　　事業公債　78，052，250円
　　　北海道鉄道公債　　　2，000，000円
　　　　合計　97，630，000円
1V　新通商条約実施後の対日戦略
　（1）条約改正後の免許申請
　1899年（明治32年）7月1日，新通商条約の実施に伴って，外国人居留地が
廃止され，外国銀行の在日支店・代理店はすべてわが国の法令を適用されるこ
ととなった。このため，大蔵省は，明治32年6月，銀行条例施行細則を改正し
た。次にその抜粋を掲げる。
　○銀行条例施行細則（明治32年大蔵省令第24号）
第1条　各人ニシテ銀行ノ事業ヲ営マントスルモノハ左ノ箏項ヲ記載シタル
　　　認可申請書ヲ大蔵大臣二差出スヘシ
　　　1　商号
　　　2　本店及支店ノ所在地
　　　3　資本金額
第2条　会社ニシテ銀行ノ事業ヲ営マントスルモノハ認可申請書二定款ヲ添
　　　へ大蔵大臣二差出スヘシ
第3条　外国会社カ日本二支店ヲ設ケ銀行ノ事業ヲ営マントスルトキハ左ノ
　　　事項ヲ記載シタル認可申請書二会社定款ヲ添へ支店ノ代表者ヨリ大蔵
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大臣二差出スヘシ
1　支店ノ商号
2　支店ノ所在地
3　支店資本金ヲ定メタルトキハ其金額㈹
25
　また，新通商条約実施前から日本で営業を行っていた外国銀行に関して，明
治32年6月，次のような認可手続を定めた。
○日本二於テ銀行事業ヲ営ミタル外国会社又ハ外国人ニシテ新条約実施後
　其ノ営業ヲ継続セントスルモノノ認可申請手続（明治32年大蔵省令第30
　号）
　　新条約実施前二日本二於テ本店又ハ支店ヲ設立シ銀行事業ヲ営ミタル
　外国会社又ハ外国人ニシテ其営業ヲ継続セントスルモノハ明治32年大蔵
　省令第24号銀行条例施行細則第1条第2条又ハ秦3条ノ規定二準シ地方
　長官ヲ経由シテ大蔵大臣ノ認可ヲ受クヘシ㈱
　新通商条約（改正条約）が発効した1899年（明治32年）7月当時，わが国に
支店を開設しそいた外国銀行は香港上海銀行横浜，神戸，長崎各支店，チャー
タード・バンク横浜，神戸両支店，ナショナル・バンク・オブ・チャイナ
（N纈ti㎝a1Bank　of　China，Ltd．，1892年横浜支店開設）剛横浜支店，露清銀行
（Banque　Russo－Chimise，1897年長崎支店開設）鯛長崎，横浜両支店の4行8
か店であったが，これらの銀行はわが国の「銀行条例」（明治23年法第72号）
に基づいて，大蔵大臣に営業免許を申請し，各店とも1899年7月17日（但し，
香港上海銀行長崎支店に限り7月18日）にそれぞれ免許が下付された野。
　　丁銀行通信録』には，1900年（明治33年）6月1日，「横浜及神戸に於ける
香港上海銀行支店，チャータード・バンク支店，ナショナル・バンク・オブ・
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チャイナ支店，及び露清銀行支店は預金利子を年3％（日歩8厘2毛）から年
2％（日歩5厘4毛）に引下げた」㈱とあり，この頃には，外国銀行が預金金
利で同一歩調をとっていたことがうかがわれる。ここには定期預金の期間が明
示されていないが，当時（同年6月）本邦銀行の3か月定期の利率は，東京で
は6．48％（前月は6．89％）となっており，外国銀行の金利より格段に高くなっ
ている錫。
　また，1911年（明治44年）外国銀行の各行別為替取扱高を示す統計が『明治
財政史』に掲載されており，これによって，当時，香港上海銀行のシェアが外
国銀行中圧倒的に大きかったことがうかがわれる（第3表参照）。
第3表　主要銀行の外国為替取扱高（1911年）
（単位：円）
銀　　行　　名 輸出為替 輸入為替 合計（対貿易額比％）
横浜正金銀行 202，302，486230，289，860432，592，346（45．C）
番港上海銀行 141，ユ24，437142，039，572283，164，009（29．5）
チャーター　ド銀行 49，917，04568，549，212118，466，257（12．3）
インタ］ナショナル銀行 24，036，36641，754，14465，790，5ユ0（6．8）
露　　亜　　銀　　行 12，000，92214，750，8826，751，804（2．8）
独　　亜　　銀　　行 10，978，89514，40工，92725，380，822（2．6）
そ　　の　　他 7，073，737 2，020，108 9，093，845（ユ．O）
外国銀行小計 245、ユ31，40283，5ユ5，84528，647，247（55．0）
合　　　計 447，433，888513，805，705961，239，593（IOO．O）
（出典）大蔵省繍r明治大正財政史』第17巻，480ぺニジ。（一部修正）
　（2）下関代理店及ぴ東示支店の開設
　香港上海銀行は，1906年（明治39年）’に下関代理店を開設した。このことは，
同代理店がルD伽c物＆Cん榊舳に1907年版以降掲載されていることに
よって判明する鯛。代理店委嘱先は，当初はジャーディン・マセソン商会で
あったが，1919年に同商会が下関から引き揚げたため，瓜生商会（Wuriu
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Shokwai）鋤に変更された。同代理店は1929年に閉鎖された。
　香港上海銀行は1910年代に東京へ進出した。即ち，1912年（大正元年）東京
に代理店（委嘱先は三菱合資会社）を開設し，1924年（大正13年）にこれを支
店（大正13．11．13認可）に昇格させた鯛。
　1923年（大正12年）9月1日，関東大震災によって横浜支店が壊滅的打撃を
受けたため，同行は，日本における母店機能を神戸へ移すとともに，その活動
を補完するために，東京支店を開設したのである鯛。東京支店の所在地は「東
京市麹町区有楽町」であった㊥o。
（3）香港上海銀行長崎支店閉鎖
香港上海銀行は，1931年（昭和6年）4月末日を以って，長崎支店を閉鎖し
た帥。支店閉鎖後は，ホーム・リンガー商会（Holme，Ringer＆Co．）㈱に代理店
を委嘱した㈱。
香港上海銀行長崎支店閉鎖の事情について十八銀行『百年の歩み』は次のよ
うに記している。
　香港上海銀行は明治初年から長崎に代理店を置き，それが同29年（25年の
誤り＝引用者）支店となったが，同支店は長崎の財界とは直接の関係は薄く，
在留外国人，とくに貿易商を主な取引先として，外国為替やロンドン，上海，
香港における外貨の売買を主要業務とした特殊外国為替銀行であっれしか
し，長崎の貿易もしだいに神戸，横浜に奪われ，業務閑散となったため閉鎖
されたのであった鯛。
　香港上海銀行長崎支店の業容を伝える資料はきわめて乏しいが，同店閉鎖の
14年前に当る1917年（大正6年）における長崎市所在銀行の入出金統計があり・
それによると香港上海銀行の長崎に於けるシェアは1％にみたず，横浜正金銀
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第4表　戦前期の香港上海銀行在日支店・代理店
代理店開設 支店開設 大蔵大臣免許 支店閉鎖・代理店開設（委　嘱先） （委　嘱　先）
横浜 1865年一1866年（M・・ph…o・＆M．）ユ866年5月 1899年7月ユ7日
神戸 1868年一1870年（Adrian＆Co．）1870年5月7日工899年7月17日
大阪 1872年一1873年 1873年一1877年（Fishe。＆Co．）
長崎 1867年一ユ892年1892年1月13日899年7月18日193ユ年4月30日（Glover＆Co） （Holme，Rl㎎er＆Co）
函館 1886年一1895年（He・so・＆Co．）
下関 1906年一1929年Oardme，M，＆Co） 不　　明
東京 1912年一ユ924年（三菱合資会社） ユ924年11月21日ユ924年1ユ月工3日
　（注）代理店委嘱先は開設当初のもの。
（出典）佐上武弘「南蛮銀行渡来記」（rファイナンス』第1C巻第3号一第5号，昭和49年6月一8
　　月），M．Conis，W月γF00〃GLondon，1965；丁加∫囮加伽C肋㎝κ如〃ωωN刎棚〃1868－19j＆
　　Kobe，1918；丁加〃ωgo　N直ω5，丁加R帖伽g∫別蜆＆」V血gωα后｛E■卯召∬，丁伽D一他ofωツ＆C拘伽閉北1εヵr
　　C〃㎜，∫ψ酬＆伽P脇抄伽j大蔵省『銀行局金融隼報1各年版。
行の資金取扱高と比べても10分の1以下であり，業績不振のほどがうかがわれ
る鯛。
　（4）開戦に伴う支店閉鎖
　1941年（昭和！6年）12月8日，太平洋戦争が勃発したため，わが国と敵対関
係に立ったアメリカ，イギリス，オランダ各国銀行の在日支店は当然のことな
がら閉鎖を余儀なくされた。イギリス資本の香港上海銀行も例外ではなかった。
すなわち，同行は「敵産管理法」（昭和16年法第99号）により，「敵性国」とさ
れ，アメリカ，イギリス，オランダの各国銀行在日支店と同様横浜正金銀行の
管理下に入り，その営業を停止したのである㈱。
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V　戦後期の支店網再編
　（1〕戦後の支店再開
　終戦後，わが国の対外決済はすべてS　CA　P（連合国最高司令官）鯛の管理
下におかれたが，1946年7月ナショナル・シティ・バンク・オブ・ニューヨー
ク（NationalCityBankofNewYork．現シテイバンク）鯛，翌47年5月バンク・
ドゥ・ランドシーヌ（Banque　de1’Indochine）㈱が，それぞれS　C　A　Pのライセ
ンスを得て東京支店を再開した。さらに，同年7月，制限付民間貿易の再開を
前に香港上海銀行東京支店を含む6行6支店の営業再開がS　CA　Pにより認可
された（m〕。
　当初，外国銀行在日支店の業務は，SCAPの業務代行機関として，占領軍関
係の業務のみを取り扱い，日本人との取引及び商業活動は，禁止されていれ
しかし，SCAPは，1948年6月に至り，外国銀行に対して，従来禁止していた
商業活動の一部を解除したのに続いて，1949年1月，外国人及び外国企業の事
業活動についても，日本人及び日本企業と平等の取扱いとする旨覚え書を発表
したく1m〕。また，同年7月，「輸出振興のための外貨資金優先使用に関する政
令」に基づき，外国銀行在日支店は9行20か店全部が「優先外貨制度」による
事務取扱銀行に指定された（1⑫。このとき，香港上海銀行はすでに東京，神戸，
横浜各支店を再開していた。
　こうした情況をふまえて，SCAPは，未だ占領行政下にあった1949年12月，
外国銀行に対する管轄権を日本政府へ移管した。これをうけて，日本政府は，
当時SCAPのライセンスを得て開設されていた外国銀行10行23か店に対して，
一斉に「銀行法」　（昭和2年法第21号）に基づく営業免許と，「外国為替及び
外国貿易管理法」　（昭和24年法第228号）に基づく許可を与えたのである㈹。
かくて，外国銀行在日支店は再び日本政府の監督下におかれるこことなった。
　香港上海銀行は，日本の戦後復興に大きな期待を寄せ，対日平和条約（1951
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年9月調印，52年4月発効）交渉が大詰めを迎えていた1951年（昭和26年）7
月，日本政府の免許をえて大阪支店を開設した。東京，大阪両支店は，1950年
代後半一1960年代の高度経済成長期におけるわが国企業の旺盛な資金需要に対
応して，積極的にインパクト・ローン（長期外貨建貸付）を供与し，業務活動
を拡大することとなる。しかしながら，1960年代後半から，わが国経常収支の
黒字定着化に伴い，インバクト・ローンが抑制されたため，代わって円貨貸付
を拡充するに至った。
第5表　戦後における香港上海銀行在日支店の開設認可
SCAPのライセンス 大蔵大臣の免許
東京支店 ユ947年7月2日ユ949年ユ2月28日
支店閉竿
横浜支店 1949隼頃（注） 1949年12月28日1973年7月1日
神戸支店 1947年9月 1949年12月28日1973年7月ユ日
大阪　支店 ’ ユ951年7月］0日名古屋支店 山 1983年1月4日福　岡　支店 ’ 1983隼4月1日1989年7月1日　（注）横浜支店の關設はユ948隼10月以降，1949年8月以前とみられる。
（出典）SCAP，脇‘吻ψ伽〃㎝一舳肋ηんf｛〃蜘ぴ伽0o㎝〃舳ψル伽蜆；SCAP，P雌∫脳伽釘大
　　蔵省『銀行局金融年報」各年版。
　／2）横浜・神戸両支店の閉鎖
　香港上海銀行は，もともと外国為替業務を主業とする，いわゆる植民地銀行
であった。幕末維新期及び終戦直後にいちはやく横浜，神戸に支店を開設僻
開）したのはそのためであった。しかしながら，1970年代以降本邦銀行の外国
為替業務も拡充され，わが国貿易商社の輸出入為替は専ら邦銀の取り扱うとこ
ろとなった。このため，香港上海銀行横浜・神戸両支店の業務は先細りとなり，
1973年（昭和48年）7月、ついに両支店は閉鎖され，その業務は東京・大阪両
支店へ引き継がれたのである。
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　戦後，東京は日本の政治だけでなく，経済の中心地とななったため，香港上
海銀行の場合も，東京支店が日本における母店としての機能を果たしている（I㎜〕。
しかしながら，戦後は，貸出を中心とするアメリカ系銀行の積極戦略に押され，
香港上海銀行などイギリス系旧植民地銀行の劣勢は否定できない。
（3）名古屋・福岡両支店の開設
　香港上海銀行は，1980年代に入って対日戦略を再び積極化し，1983年（昭和
58年）名古屋及び福岡に支店を開設した。
　名古屋支店は，傘下のマーカンタイル・バンク（Mercanti1e　Bank，Ltd．）が
1963隼（昭和38年）に開設した支店を1983年1月，香港上海銀行直属の支店と
したものである。名古屋は中部経済圏の中心であり，自動車工業を中心に将来
の発展が期待されている大都市である。外国銀行の名古屋支店は，香港上海銀
行のほかシテイバンク（Citibank，N．A．，名古屋支店開設は1951年），バンク・
インドスエズ（Banque　Indosue毘，同1984年）の2行だけである。
　福岡支店は，1983年4月に開設された。同地では，オランダ銀行
（A1g㎝㎝e　Bank　Neder1劃nd　N．V．，福岡支店開設は1979年），韓国外換銀行（同
1981年）につぐ外国銀行第3号である。福岡はいうまでもなく九州経済圏の中
心であり，今後の発展が期待されている地域拠点都市亡ある。しかし，福岡支
店は期待された成果をあげることができず，1989年7月閉鎖された。
　在日外国銀行は，1972年度以降貸借対照表の公表を，さらに1982年度から損
益計算書も公表が必要になった。今ここでそれらを詳しく分析・検討する余袴
はないが，1973年3月以降の主要勘定を掲げておく。（第6表参照）
〈むすび〉
　幕末維新期に日本へ進出した外国銀行は，対外決済，銀行券発行，当座預金，
手形割引などの業務活動により，わが国金融機関の先駆的役割を果たしたので
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第6表香港上海銀行在日支店の主要勘定 （単位・百万円）
順
位 総資　産 貸　出　金 預　　金 当期利益
1973，3N．A． 53，126 29，396 14，515 N．A．
74．312 46，222 28，880 11，203 ※1，020
75．312 65，701 36，312 12，679 ※1，385
76．320 64，502 39，1ユ0 15，351 ※1，203
77．323 65，445 47，468 15，ユ68 ※1，484
78．326 57，814 43，503 16，161 ※2．053
79，323 56，254 38，730 2I，979 ※　　530
I980．3 31 100，140 64，765 15，999 ※1，494
81．340 119，199 72，3ユ7 17，717 N．A．
82．350 131，166 72，920 20．619 N，A．
83，330 144，223 96，680 19，604 344
84，329 160，255 116，9垂9 25，291 193
85．330 188，361 121，170 27，243 242
86．328 194，927 111，120 23，673 238
87．329 219，153 126，749 27，078 69
88．334 201，687 116，096 26，940 587
89．333 工82，534 125，005 37，485 ▲1，525
1990．3 30 280，917 191，304 72，342 107
91．329 311，506 226，366 22，749 1，553
92．331 263，491 155，279 14，574 2，484
93．327 296，550 170，452 ユ5，678 1，085
94．328 247，551 151，271 17，477 2，528
95．330 224，926 135，421 工2，734 706
96．332 252，570 153，692 13，622 ▲　　732
97．333 323，489 203，113 30，368 ▲　　197
　（注）順位は総資産に基づく外銀中の順位
　　　　※印は申告所得．N、んは不詳　▲印は損失
（出典）新聞公告，税務署公示。
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あり，その歴史的意義は大きい。1866年（慶応2年）に横浜支店を開設した香
港上海銀行もそうした役割の一端を担っていたのである。しかも，同行は第2
次世界大戦による中断はあったものの，横浜支店開設以来，131年にわたる長
期間支店活動を継続しており，その長さにおいて他行の追随を許さない。
　香港上海銀行の経営戦略は，設立当初から積極的であり，対日戦略もその例
外ではない。そのことは、同行の積極的な支店網構築に端的に表れている。新
通商条約実施（1899年）以前に，日本に4支店を開設した外国銀行は香港上海
銀行以外にその例をみない。しかしながら，幕末期及び明治前期には，日本政
府と緊密な関係にあったオリエンタル・バンクが独占的地位を占めており，香
港上海銀行は長らくこれに対抗しえなかった。しかし，！884年（明治17年）に
オリエンタル・バンクが破綻するに及んで香港上海銀行が外国銀行のなかで指
導的地位を占めることとなる。ところが，その頃には，横浜正金銀行（1880年
設立）をはじめわが国の各種金融機関が経営基盤を固めており，香港上海銀行
の存在はかつてのオリエンタル・バンクほどの重要性をもたなかった。
　このため，香港上海銀行は，横浜正金銀行等と協力して，日本政府発行の外
債引受けなどを通じて，臼本における営業基盤の強化を図ったのである。第2
次大戦中には，敵佳国ゆえに業務の中断を余儀なくされたものの，終戦後は占
領行政下にいち早く支店を再開した。戦後，政治経済構造の変化により，東
京・大阪両支店が日本における業務の中心となり，1973年には由緒ある横浜・
神戸両支店を閉鎖し，支店網の整理再編を行った。しかし，1983年には名古屋，
福岡に支店を新設するなど，再び意欲的な対日戦略を展開し，注目されてい乱
　香港上海銀行が主要な戦略的市場とみなしてきた中国及び日本がしばしば戦
争を繰り返していたにも拘らず，131年閻の長きにわたり在日支牢を維持しえ
たのは，在日支店が長期的に収益性を持続したことに加えて，同行が健全経営
を貫いてきたことに負うところ大であると考えられる。
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（追記）
　本稿は，1997年度早稲田商学研究基金の研究助成を受けて行った「香港の中
国返還と香港上海銀行の経営戦略」の研究成果の一部である。
溢ユ〕立脇和夫『在日外国銀行史』日本経済評論社，1987年，44ぺ一ジ。
　12〕セントラル・バンク・オブ・ウエスターン・インデイア（Central　Bank　of　Westem工皿d1囲）は，
　　1861年ボンベイに設立され，ユ863年横浜支店關設時の払込資本金は50万ポンドであったが，1866
　　年の恐慌により破隷した。
　（3〕Co1hs，Maurice、阪λγF00WG肋芭H㎝！幼㎝星口〃∫加惚由螂tBα蜆肋”吾C〃卿蜆肋刊，London，1965
　（4）OrIental　Bank　Corporatl㎝（香港支店開設は1845年，以下同じ」，Agra＆U皿1ted　Servloe　B劃nk
　　（ユ856），Chartered　Merc目ntlle　Bank　of　lndia，Londo口＆Chma（ユ857〕，Chartered　B且nk　of　India，
　　Austra1ia＆China（1859），Commerc旧1Bank　of　lndla（1860），Centra1Bank　of　Wes蛇m　lnd咽
　　（186ユj，BmkofHindustan，China＆Japan，Ltd．（1864），Co皿pt01rdIEscomptedeParls（ユ864〕の
　　8行。
　15）ジャーディン・マセソン繭会Oardi皿e，Mathes㎝＆Co．jは，1832隼清国漠門に設立されたイ
　　ギリス系貿易商社。184ユ年イギリス領植民地香港の発足とともに同地に本社を移転した。日本へ
　　は．ユ859年（安政6年）關港と同時にケズウィック（W1lllam　Keswlck）を派遣し，横浜にいち早
　　く，支店（英一番館）を開設しれ
　｛6〕　Col］is，oP，clt．、P　29
　17〕立脇，飾掲書44ぺ一ジ。
㈱　グラバー商会（G1over＆Co⊃は，ユ859年9月（安政6年8月），清国から長崎へ渡来したイギ
　　リス人トーマス・グラバー（Thom宜s　B．G1over，1838－1911）によって長崎に設立された貿易商社埴
　　同商会は，薩摩，長州，土佐，佐賀の勤王諸藩と親交を結び武器，弾薬，艦船を売り込み，幕末
　　に急成長した凸1868年（明治元年）同商会は高島炭坑の關発，小菅ソロバン・ドソクの建設，香
　　港の造幣機械の買付等に関与した。しかし、維新後，急速に業績が悪化し，1870年（明治3隼）
　　に倒産した。
（9）オリエンタル・バンクは，代表的なイギリス系植民地銀行。1842年にボンベイに設立された当
　　時は，BankofWestem王ndiaと称していたが，1845年に本店をロンドンヘ移して0rientalBank
　　と改称，さらに1851年にBmkofCey1㎝を買収して勅許状／RoyalCharter〕を取得した際，
　　o・ie吻1Bmk　Corporati㎝と改称した。同行は19世紀中葉に東洋で最大の勢力を誇ったものの
　　18脳年5月支払不能に陥った。
αO　オーバーレンド・ガー二一恐慌はユ866年，ロンドンを襲った未曾有の金融恐慌。同年5月初め，
　　ロンドンにおいてイングランド銀行（Ba皿k　of　E㎎land）に匹敵する信用をえていた有力割引商社
　　オーバーレンド・ガー二一商会（0附伽d，Gumey＆Co⊃が，ミッドウェールズ鉄道会社関係の
　手形1枚を不渡りにした。この惰報はたちまちシティに拡がり，預金者が金融機関へ殺到，5月
　　10日にオーバーレンド・ガー二一商会は支払を停止した。
　　　オーバーレンド・ガー二一商会の資金運用が非常に広範囲に及んでいたため，同社の破綻は多
　数の銀行に違鎖反応を及ぽし，空前の信用恐慌に発展した。これによっておよそ1O行が破綻した。
ω　丁加D伽む伽伽加〃舳姐OcL1．1866やτ加∫蜆畑閉丁一㎜昭∫’0”〃1o〃〃泓June26．1869ではJapan
　　Ag㎝cyと記されているが，丁伽∫螂μ抽丁｛閉ポ0倣伽〃〃泓Julyユ2．1869付広告（出稿日は
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　1869年3月1一日）では，Yokohama　Bramhと記されている鉋
（1オ　丁加D佃砂∫ψo仇H〃皿〃，Oct．1．1866一
（13　マーカンタイル・バンク（Ch酊tered　Mercantile　B狐k　of1ndlヨ，L㎝don＆China）は1853年にボ
　ンベイに設立され，当初はMercanti1eBankofIndla，London盈Chimと称したが，1857年に勅
　許状を取得し，翌年商号をCharter直d　Meroanti1e　Bank　of　Indla，Lond㎝＆Chinaと改め，本店を
　ロンドンヘ移した。1863年に開設した横浜支店では，後の大蔵省御雇シャンド（Alexander　Alla皿
　Shand〕が1866－1872隼間，次席として勤務した。同行は，ユ860－70年代には，オリエンタル・
　バンクと並ぶ東洋の二大植民地銀行であったが．その後業績不振に陥り，1893年，Mercantl1e
　B呂nk　of工ndiaに改組された。
04佐上武弘「南蛮銀行渡来記」くド）（rファイナンスj第10巻第5号，昭和49隼8月）56ぺ一ジ。
蝸丁加∫榊”T｛伽∫は1865年9月8日，イギリス人リカビー（CharlesD－Rickerby＝元セントラ
　ル・バンク・オブ・ウェスターン・インディア横浜支店長）によって，横浜で創刊されたが，翌
　隼休刊となっれ1878年ユ月5日復刊されたものの，同年6月29日号を最後に廃刊され，丁加
　∫物閉肌垂的〃ω1と合併した（鈴木雄雅「躬治期英字新聞史考」『新聞研究』ユ977年5月号）。
㈹　ジャパン・デイレクトリーについては，立脇和夫「戦前期ジャパン・デイレクトリーについ
　て」（立脇和夫監修『幕宋明治在日外国人・機関名鑑』第23巻，ゆまに書房，1997年，解題）を
　参照されたい。
｛1カ　丁免2C拘榊閉｛d邊＆D｛閉’妨fツカγ1870，p　147；p265
口8　Collis，op　clt．、pp　ユ91－222
11旬　丁加∫蜆初伽C肋伽屹は，1891年11月2日，ロバート・ヤング（RobertYoung）によって創刊さ
　れた丁伽κo加C加㎝舳（日刊）をユ905年に改題したもので，1942年1月まで刊行された（鈴木
　載褐論文）。
亀⑪丁伽∫蜆妙α舳肋〃｛1ωW舳ら鮒186ト19犯κo地1918p，3些（丁神戸外国人居留地』堀
　博・小出石史郎共訳，神戸新聞文化センター，昭和55隼，170ぺ一ジ）。
刎　丁加脇星o　N舳は1868年4月23日神戸在留ポルトガル人フィロメノ・ブラガ（Fllo皿em　Bra一
　鯛）によって創刊された。ユ899隼丁伽κ伽Ch舳一〇屹に買収され，丁加H閉卵肋棚昭N刎5と改
　題された（鈴木，前掲論文）。
幽　　τ伽B倒碗加附’〃囮亙鵬｛惚、Londo皿，Apr．1870，p，384、
起3　　丁地芭C拘蜆o伽｛c此o〃1）｛雌〃αぴア〃18ア0，p．416
㈱　　Collis，oP　cit．．P．45．
㈱佐上，前掲論文（下），53ぺ一ジ。
鯛　肋C庇i閉D｛伽物伽1874，τ加∫物冊C側娩肋菩む似1875年版一1877年版竈
㈲佐上，前掲論文（下），53ぺ一ジ。
㈱R　Ho1皿e及びT，Robertso日は個人名であるので，1876－1881年は個人代理店であったものと
　判断される。
㈱コマーシャル・バンクは，1腿5年ボンベイに設立され，当初Commerci副1B細kofIndiaと称し
　ていたが、1864年に勅詐状を取得し，翌隼Com皿emal　Bank　Co叩orat。㎝oHnd1目＆the　Eastと
　改称し，本店をロンドンヘ移した。1863隼横浜支店を開設したが，1866隼5月，オーバーレン
　ド・ガー二一恐慌の影響を受け，支払停止に陥った畠
e0バンク・オプ・ヒンダスタン（Bank　o川indust五n，Chlm囲口d　Japan，Ltd一）は，且862隼払込資本
　25万ポンドでロン．ドンに設立された。1865隼横浜支店を闘設した毛のの，1866隼11月に破綻したむ
臼Oτ伽∫血紬閉〃閉施は，1862隼（文久2年）着頃，横浜在留イギリス人ワーダマン（Charles
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　Wlr蜘an，1832－91）によって創刊された風刺漫画（ポンチ絵〕雑誌。ワーグマンは〃柵物f｛d
　エ㎝伽ル吻∫の日本特派員として，ユ86ユ年来日。日本女性と繕婚して，終生日本で過ごした。
亀2　ア加1〕oめ∫ψ蜆蜆H〃蜆似Oct．1．1866
㈱　　Ib1d，0ct．2．1866．
幽　例えば，大蔵省編r銀行課第一次轍割明治13年，第ユ9款付表。明治財政史編纂会編r1明治財
　政史』第12巻，明治38年，416ぺ一ジなど。
鯛　佐上，前掲論文（下），56ぺ一ジ。
㈱　大蔵省編『明治貨政考要』下編，262－263ぺ一ジ。『明治財政史』第12巻，402ぺ一ジ。
酬　日本銀行調査局編『図録日本の貨幣』第7巻、東洋経済新報社，昭和48年，83ぺ一ジ。Collis，
　oP　cit．Inustratlon　No29七
㈱　いずれも，カナダ在住Wll1咽m　L．S　Barrett氏所蔵凸
㈱佐」＝，前掲論文（下j，55ぺ一ジ。
㈹　同論文（下），53ぺ一ジ。
㈹　同論文（下〕，53ぺ一ジ。香港上海銀行は1874年に日本の征台役を契機に進められた沿岸防備
　のための福建台防借款200万両（627，6工5ポンド）を，清團へ期間10年、年利8％，関税抵当付で
　供与している。
鰯　『明治貨政考要』下編，249ぺ一ジ。
鰯　横浜開港資料館蔵本。
幽　『明治貨政考要』下編、264ぺ一ジ。燗治財政史』第ユ2巻，404－405ぺ一ジ。
㈹　丁加∫吻閉G伽2物は1867年ユO月，横浜在留イギリス人John　R　Black（182ト1880〕によって夕
　刊紙として創刊され，ユ923年頃まで発行されたく1876年当時の編集者はC　D　Mossj。
鯛　　『大隈文書』A3432一ユ。
綱　コントワール・デスコント（Comptolrd’Escomptede　Parls〕は1848年パリに設立され，当初は
　Comptor　d’Esco血pteと称していたが，ユ854年にCompto1r　d．Esco皿pte　de　Pヨrisと改称された。
　1867年に，欧州大陸系では初めて横浜支店を開設。1889年Comptolr　National　d－Esco皿ptede
　ParIsに改組された。
㈱　丁加∫囮切閉肋τ蜆〃は186ユ年11月イギリス人ハンサード（AlbertW　Hansard）によって発行され
　た横浜で最初の英字新聞（週刊〕。1865年にハンサードが帰国した後，プラソクO　R．Black〕が
　引き継いだ。
㈱　　閉治貨政考葵』下編，268－269ぺ一ジ。閉治財政史』第ユ2巻、409－410ぺ一ジ。
60　『明治貨政考劉下編，272ぺ一ジ。
5］〕　『明治財政史』第9巻，641ぺ一ジ。
鯛　内閣官報局編『法令全書』第ユ2巻ノユ，74ぺ一ジ。
㈱　　『明治財政史j第9巻，641ぺ一ジ。
副丁伽Jα妙D伽妙肋切〃は丁加畑伽H舳〃の口刊版（広告が主〕である丁加∫口榊D蜆ψ
　H舳〃を1867年9月に改題したもの。
㈱　佐上，前掲論文（下），55ぺ一ジ。
6θ　τ伽∫ψα閉D閉直r加ゆ∫倣1887Advertエsement
も司　1bId，Ad．
68　　T＾直C此“σ蜆κ12盈D一陀f‘αぴ∫oγ！886．et　a口　＝T〃罧亙｛“閉厚∫加閉血冊d　N価g口3口后一E工〃ω軌Jan　ユ3、ユ892．
㈱　ディレクトリーの記載によれば，A，B　Anders㎝は，189ユ年まで香港上海銀行横浜支店の
　AsslstmtA㏄ountantであった。
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㈹　立脇和夫「戦前期長崎における外国銀行とその特徴」　（『長崎大学経済学部創立80周年記念論
　文集』昭和60年j254ぺ一ジ。
㈹長崎で刊行された邦文文献（『明治維新以後の長崎』大正ユ4年，r長崎市制五十年史』昭和14年，
　『長崎市制六十五年史』昭和34年，一卜八銀行『百年の歩み』昭和53年，r長崎市史年表』昭和56
　年，など〕は，何れも．香港上海銀行長崎支店の開設時期を「明治29隼」　（！896年）と記してい
　る。
㈱　佐上，前掲論文（下〕，53ぺ一ジ。
㈱｝　Col1Is，oP　clt，，P．48
㈱　丁加C伽。舳1里＆D。舳。η伽1892掲載の香港上海銀行の広告による。
㈱　　『明治財政史』篤8巻，8ぺ一ジ，838ぺ一ジ。
㈱　上掲書，838ぺ一ジ
㈱横浜正金銀行は，1880年（明治ユ3隼〕2月，「本邦人の手で正銀取引の一大銀行を設立し，正
　銀の供給運転を便にし，務めて内外商人の聞に介在して金融の円滑を図り，夫の外国の向ふを
　張って大に彼らに制肘を加え，漸次我商権を回復」することを目的として，資本金300万円（う
　ち，1OO万円は政府出資jにより設立された。その後，同行は188ユ年（明治14隼）に關設したロ
　ンドン出張所を1884年（明治ユ7年〕に支店へ昇格させた（『横浜正金銀行史』〕。
鯛　チャータード・バンクは，1853隼にロンドンで設立された当時，The　Chartered　Bank　of　lnd1a，
　Austra1岨＆Chmaと称していたが，ユ956年にThe　Chartered　Bank，Ltd．と改称し，さらにユ975年
　にStandard　Bank，Ltd（1862年設立）と含併し，Sta皿dard　Chartered　Ba口k．Ltdと改称した。
㈱　　『銀行通信録j第139号，明治30年6月，131ぺ一ジ。
㈹　日本銀行は，ユ882年（明治ユ5年），「日本銀行条例」　（明治15年太政官布告第32号〕によって設
　立され，同年！0月に開業したわが国の中央銀行。同行は1885隼（明治18年jから見換銀行券（日
　本銀行覚換銀券）の発行を開始した。これに伴い国立銀行紙幣は漸次回収され慨治32年12月通
　用禁止〕，国立銀行は普通銀行へ転換するに至った。
㈹　　『銀行通信録』第139号，明治30年6月，131ぺ一ジ。
㈲　上掲誌，133ぺ一ジ。
㈱　パース・バンク（P茗rr’s　Bank，Ltd，ユ865年設立，本店ロンドン〕は，元大蔵省御雇イギリス人
　シャンド（Alexander　Allan　Shand，1844一ユ930）が1877隼く明治ユO隼〕に帰国後，勤務した銀行。
　被は同行ロンバート街支店長を経て，取締役まで昇進し，1918年に退職した（土屋喬雄『お雇い
　外国人』⑧金融1財政，昭和44年）。
閥　　r明治財政史」第8巻，365ぺ一ジ。
鯛　堀江保蔵『外資輸入の回顧と展劉有斐閣，昭和25年，71ぺ一ジ。
㈱　　閉治財政史』第8巻，工69－mぺ一ジ。
㈲　r明治財政史』第8巻，630－636ぺ一ジ凸大蔵省編r明治大正財政史』第12巻，38－48ぺ一ジ。
㈱　『明治大正財政、史」第12巻，48ぺ一ジ。
㈱　　階令全書』第32巻ノ5，338ぺ一ジ。
㈱　　階令全書」第32巻ノ5，361ぺ一ジ。
馴　ナショナル・バンク・オブ・チャイナ（Natmal　B邑nk　ofChina，Ltd1．1891年設立，本店香捲〕
　は1892年2月に横浜支店を闘設した。
鯛　露清銀行（B舳que　Ruヨso－Chmoi舵．英文名Rus．o－Chio搬Bank，漢文名露清道勝銀行，1896年設
　立，本店St　Petersb咀rg）は1897年に長崎支店を，1898年に横浜支店を開設した旧
㈱大蔵省編畷行便覧』明治4ユ年，577ぺ一ジ。同隣33回銀行総覧」昭和2年，418ぺ一ジ。
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鈎　　『銀行通信録j第175号，明治33年6月，882ぺ一ジ。
鯛　大蔵省編『金融事項参考書』明治43年，337ぺ一ジ。
鯛　　『銀行総覧』には、第20回（大正2年＝1913年）以降、第31回（大正14年＝1925年〕まで，香
　港上海銀行下関代理店（委嘱先は一貫してジャーディン・マセソン商会）が記載されているが，
　その前後については記載がなく，記録が不完全といわざるをえない。
㈱瓜生商会は，1890年代初め，下関の瓜生はじめ（Hajime　Wuriu〕が長崎の英商リンガー
　（Frederick　Ri㎎er，長崎の有力外商であるHolme，Rm雛r＆Coの経営者〕の支援をえて設立し
　たもので，実質的にHo1me，Ri㎎er＆Coの支店であった（Haro1dS．Wmams，丁伽∫｛吻ぴ
　〃o伽吾地閉厚鮒＆C血工〃　肋W鮒蛇榊∫岨釦蜆1868－1968．Tokyo，1968）o
鯛　ディレクトリーには記載されているが，r銀行総覧』に東京代理店の記載はない。
俸勃　Col1is．oP．cit，P．192．
㈹r第31回銀行総覧』大正14年。
㈱　大阪銀行集会所丁大阪銀行通信録」第403号，昭和6年3月，88ぺ一ジ。長崎市編帳崎市制
　五十隼史」後編，昭和14年，ユ84ぺ一ジ。
鯛　ホーム・リンガー商会（Ho1me，Rmger＆Co，〕は，グラバー商会にいたFredenckRmgerが
　EdwardZ　Ho㎞eと共1司で1868隼11月（明治元年9月）長崎で設立した貿易商社である。E
　Holmeは聞もなく帰国し，F　Ri㎎erが前者の権利を買取ったが，商号はBolme，Rmger＆Coで
　通した。1870年（明治3年）にグラバー商会が倒産した後，ホーム・リンガー商会は長崎では最
　有力の外国商社として，太平洋戦争勃発直前まで存続した。戦後は，1951年11月，香港の会社法
　によって再度設立された（Wil11ams．op．clL）。
㈱　隙40回銀行総覧』昭和8年。
㈱　十八銀行，『百年の歩み」昭和53年，299ぺ一ジ。
鯛　長崎市小学校畷員会編r明治維新以後の長樹犬正14隼，398ぺ一ジ。
鯛　大蔵省繍r第1回銀行局金融隼報1昭和27隼，171ぺ一ジ。
㈱SCAPはSupreme　Com副nder　For　the　Allied　Power（連合国最高司令官〕の略。初代SCAPは，
　DouglasMacArthur（1880－19触）。なお，GHQ（総司令部）はGeneralHeadq皿artersの略で
　SCAPの命令を執行する行政組織。
鯛ナショナル・シティ・バンク・オブ・ニューヨーク（NatiomlCltyBankofNewYork）は，
　I812年ニューヨークに設立され，当初City　Bank　of　New　Yorkと称していたが．1865年に
　Natio㎜1Clty　Bank　of　New　Yorkと改称。さらに，1955年First　N乱tloml　Bank　of　the　City　o川ew
　Yorkを吸収合餅し，Flrst　Natioml　City　Bank　of　New　Yorkと改めた。1976年にCltiba1ik　N．A
　と改称した。全米最大の商業銀行。
鯛　パンク・ドゥ・ランドシーヌ（Banq皿e　de　l’Indochine）は1875年パリに設立された植民地銀行。
　1941隼（昭和16年）横浜支店を，翌年東京支店を關設した。
‘100〕　SCAP，Press　Release；SCAP，亙帖サαゆψ肋｛Nσル〃…閉蜆ηλ〃一加肋sψ‘肋0c㎝紬伽閉σ〃μ札
11m〕隙3回銀行局金融年報』昭和29年，234ぺ一ジ。
l102〕昭和24隼7月ユ日「ボツダム政令」第266号。
O⑱　『第2回銀行局金融年報」昭和28年，245ぺ一ジ。
仁04〕　Collis，oP－clt，P．19a
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